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岡
本
韋
庵
関
連
資
料
（
五
）

有
馬

卓
也

※
本
号
は
徳
島
大
学
国
語
国
文
学
掲
載
の
（
一
）
～
（
四
）
の
続
き
で
あ
る
。

な
お
（
一
）
～
（
四
）
は
徳
島
大
学
附
属
図
書
館

の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
で

HP

閲
覧
で
き
る
。

目
次

【
は
じ
め
に
】

【
凡
例
】

【
一
】
年
表
・
「
韋
庵
岡
本
監
輔
氏
年
表
」

【
二
】
雑
説
・
「
岡
本
監
輔
氏
」

【
三
】
伝
記
・
岸
上
質
軒
「
岡
本
韋
庵
（
樺
太
最
近
探
索
者
）」

【
四
】
雑
説
・
佐
田
白
茅
「
岡
本
監
輔
小
伝
附
録
荒
井
直
盈
」

【
五
】
雑
説
・
佐
田
白
茅
「
岡
本
監
輔
支
那
遊
歴
の
紀
事
」

【
六
】
短
文
・
「
『
海
国
急
務
』
序
」

【
七
】
短
文
・
「『
千
島
探
検
誌
』
序
」（
以
上
（
一
））

【
八
】
書
簡
・
「
林
孝
恂
宛
書
簡
草
稿
」

【
九
】
短
文
・
「『
大
東
合
邦
論
』
序
」

【
十
】
短
文
・
「『
史
記
評
林
補
標
準
』
序
」（
以
上
（
二
））

【
十
一
】
日
記
・
「
千
島
義
会
発
足
当
時
の
日
記
」

【
十
二
】
短
文
・
「
千
嶋
義
会
規
則
及
予
算
表
」

【
十
三
】
短
文
・
「
千
島
諸
島
の
現
状
」（
以
上
（
三
））

【
十
四
】
短
文
・
「『
日
魯
交
渉
北
海
道
史
稿
』
序
」

【
十
五
】
関
連
史
料
・
「
北
海
道
大
和
会
設
立
大
意
及
規
則
」

【
十
六
】
関
連
史
料
・
「
東
洋
哲
学
会
大
意
及
規
則
」

【
十
七
】
短
文
・
「
褒
忠
の
缺
典
」

【
十
八
】
雜
説
・
葛
生
能
久
「
岡
本
監
輔
（
対
露
・
樺
太
探
検
）」（
以
上
（
四
））

【
十
九
】
短
文
・
「
集
義
館
記
」

【
二
十
】
短
文
・
「
『
殷
鑑
論
』
序
」

【
二
十
一
】
短
文
・
「
贈
『
鳥
尾
子
』
序
」

【
二
十
二
】
短
文
・
「
贈
谷
大
臣
書
」

【
二
十
三
】
短
文
・
「
建
言
一
道
」

【
二
十
四
】
短
文
・
「
報
国
会
規
」
（
以
上
本
集
）
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【
十
九
】
短
文
・
「
集
義
館
記
」

写
本
（
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
・
１
／
３
．
１
６
４
Ａ
．
２
６
３
）

明
治
一
七
年
三
月
七
日
記

明
治
之
元
、
余
官
開
拓
、
在
柯
太
。
始
識
谷
口
廉
齋
、
日
相
見
。
廉
齋
者
肥

前
人
。
毎
飲
酒
興
到
、
談
及
四
方
人
物
、
盛
稱
其
兄
藍
田
之
學
殖
。
余
口
諾
而

心
未
信
也
。
二
年
余
辭
免
還
京
、
六
年
奉
學
職
抵
長
崎
。
問
地
方
人
物
、
皆
首

推
藍
田
。
於
是
乎
、
知
廉
齋
之
言
不
虚
也
。
乃
往
訪
焉
。
時
藍
田
疾
臥
褥
。
延

余
其
室
、
談
及
天
下
大
勢
・
邉
彊
等
説
。
藍
田
蹶
起
坐
、
張
眼
攘
臂
而
言
。
未

嘗
及
學
事
也
。
藍
田
曰
「
五
島
西
北
海
中
有
一
島
。
周
圍
数
十
里
。
有
修
竹
尺

圍
、
千
竿
瞬
立
、
或
到
垂
于
海
。
多
海
扇
石
、
决
明
簇
擁
。
良
港
湾
環
、
可
泊

巨
舩
。
此
漂
流
舟
子
所
説
。
蓋
距
五
島
、
可
六
七
十
里
。
嘗
欲
往
探
、
而
未
果

也
。
」
余
聞
之
、
雄
心
勃
々
、
不
能
自
禁
。
乃
辭
職
、
遂
航
五
島
。
自
福
江
過
大

寶
、
繞
出
嵳
峩
島
傍
。
慨
然
長
望
者
久
之
。
薄
暮
投
客
舎
、
展
地
圖
而
閲
之
。

始
疑
藍
田
所
説
、
即
朝
鮮
濟
州
之
地
也
。
不
果
至
。
皈
語
之
藍
田
。
藍
田
亦
始

意
余
言
之
不
謬
也
。
尋
余
皈
京
、
未
幾
赴
清
國
。
行
燕
・
蘇
・
遼
西
東
之
地
、

登
長
城
望
渤
海
、
過
齊
・
魯
・
宋
・
衛
・
鄭
・
周
・
薛
・
荊
・
呉
之
野
、
上
泰

山
攀
嵩
高
、
渡
河
浮
江
、
旬
歳
間
乃
皈
。
毎
往
来
長
崎
、
見
藍
田
談
笑
極
快
、

而
亦
未
嘗
及
學
事
也
。
窃
謂
「
藍
田
一
世
偉
人
。
固
宜
與
諸
賢
同
升
於
朝
。
而

自
廢
在
野
、
可
惜
也
。
」
及
十
二
三
年
間
、
余
従
諸
友
謀
設
學
會
、
連
合
同
志
、

始
有
斯
文
學
會
。
余
獲
列
文
學
之
末
。
屢
陳
迂
言
、
未
果
行
。
去
夏
、
余
在
家

拮
据
著
書
。
會
藍
田
男
復
四
郎
與
其
父
門
人
秋
永
蘭
二
郎
来
訪
。
余
識
復
四
郎

久
、
而
未
識
蘭
二
郎
也
。
揖
而
進
之
。
談
及
學
事
。
二
子
皆
盛
年
俊
士
、
不
服

斯
文
學
會
、
深
責
余
之
怠
惰
。
且
曰
「
某
欲
設
一
校
振
興
生
徒
。
子
豈
賛
成
之

乎
。」
北
々
論
辨
。
一
以
孔
子
為
宗
。
余
於
是
乎
、
益
信
藍
田
學
問
淵
源
之
深
且

遠
也
。
因
薦
諸
友
、
分
任
教
授
、
且
勧
其
大
興
編
著
之
業
。
二
子
乃
喜
。
隠
如

一
敵
國
。
余
嘗
窃
謂
聖
人
之
道
、
載
在
六
経
。
炳
乎
如
日
月
、
麗
乎
天
。
無
以

可
加
矣
。
如
唐
之
疏
義
・
明
之
大
全
・
清
之
経
解
、
皆
其
祖
宗
籠
絡
一
世
之
撰

也
。
當
今
之
世
、
欲
講
聖
學
、
非
擇
其
注
釈
簡
明
、
義
理
純
粋
者
、
別
為
一
書
、

有
補
評
等
、
以
便
後
進
、
未
可
也
。
嗚
呼
、
我
大
丈
夫
國
博
雅
諸
君
、
盍
合
心

力
為
一
徒
、
沙
汰
漢
唐
以
下
散
儒
迂
儒
之
言
、
編
次
天
地
間
一
大
有
用
之
書
、

以
發
往
聖
之
秘
義
、
開
万
世
之
太
平
乎
。
孔
子
之
學
、
本
諸
心
身
、
發
於
事
業
、

一
以
貫
之
、
無
復
遺
者
。
所
以
為
天
地
之
心
・
生
民
之
命
、
而
亘
万
世
不
可
変

易
也
。
若
夫
拘
泥
章
句
不
通
大
義
、
窮
年
没
世
、
徒
講
文
法
、
而
自
負
大
家
先

生
者
、
譬
書
負
書
簏
而
歩
。
何
學
之
有
。
復
四
郎
嘗
赴
任
沖
縄
縣
数
年
、
盡
心

民
事
。
語
余
曰
「
沖
縄
南
東
数
十
里
、
有
二
島
連
亘
。
二
三
十
里
、
曠
無
人
居
。

林
木
鬱
蒼
、
乗
澄
晴
、
自
沖
縄
山
上
望
之
。
山
河
暎
帯
、
歴
々
入
眼
。
如
蛟
龍

飛
動
也
。
土
人
自
古
秘
之
、
不
敢
告
人
、
蓋
有
故
也
。
吾
欲
浮
一
大
舩
、
航
彼

地
、
以
墾
之
。
前
既
報
諸
縣
令
鍋
島
君
、
及
上
罔
君
矣
。
未
審
廟
議
如
何
。
吾

切
望
焉
。
」
嗚
呼
、
復
四
郎
亦
欲
成
乃
翁
之
志
也
。
是
足
以
興
物
産
、
而
長
國
益
。

雖
曰
聖
學
諸
餘
、
亦
為
今
日
可
講
之
急
。
蘭
二
郎
亦
肥
前
人
。
家
世
業
儒
。
父

曰
梅
軒
。
甚
嗜
詩
。
現
在
沖
縄
。
其
所
作
『
沖
縄
雜
詩
』
、
及
一
千
餘
首
云
。
頃

者
、
二
子
既
設
學
舎
、
與
同
人
相
議
、
命
之
曰
集
義
。
取
諸
『
孟
子
』
「
集
義
所

生
」
之
語
。「
集
義
所
生
」
者
何
。『
孟
子
』
曰
「
浩
然
之
氣
、
塞
乎
天
地
之
間
。
」

是
豈
非
所
謂
一
以
貫
之
者
乎
。
如
約
規
、
要
同
文
諸
國
之
人
、
亦
欲
其
一
体
無

間
也
。
於
是
同
人
相
告
為
之
紀
。
余
信
其
有
成
也
。
喜
叙
前
言
、
併
告
世
人
云
。

明
治
十
七
年
三
月
七
日
。

有
井
進
齋
曰
「
遠
々
説
来
、
不
使
人
容
易
認
其
本
意
所
在
。
是
趙
光
國
以
遠
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斥
候
為
務
之
法
。」

植
松
彰
曰
「
就
自
己
閲
歴
上
着
筆
。
極
有
風
神
。
」

明
治
の
元
め
、
余

開
拓
に
官
た
り
て
、
柯
太
に
在
り
。
始
め
て
谷
口
廉
齋[

１]
は
じ

を
識
り
、
日
び
相
見
ゆ
。
廉
齋
は
肥
前
の
人
。
飲
酒
し
て
興
到
る
毎
に
、
談

四

ご
と

方
の
人
物
に
及
び
、
盛
ん
に
其
の
兄
藍
田[

２]

の
学
殖
を
称
す
。
余

口
に
諾
と

す
れ
ど
も
、
心
に
未
だ
信
ぜ
ざ
る
な
り
。
二
年

余

辞
免
し
て
京
に
還
り
、
六

年

学
職
を
奉
じ
て
長
崎
に
抵
る[

３]

。
地
方
の
人
物
を
問
ふ
に
、
皆

首
め
に

い
た

は
じ

藍
田
を
推
す
。
是
に
於
て
か
、
廉
齋
の
言
の
虚
な
ら
ざ
る
を
知
る
な
り
。

乃
ち
往
き
て
焉
を
訪
ぬ
。
時
に
藍
田
疾
あ
り
て
褥
に
臥
す
。
余
を
其
の
室
に

こ
れ

や
ま
い

延
べ
て
、
談

天
下
の
大
勢
・
辺
彊
等
の
説
に
及
ぶ
。
藍
田
、
蹶
起
し
て[

４]

坐

し
、
眼
を
張
り
臂
を
攘
ひ
て
言
ふ
。
未
だ
嘗
て
学
の
事
に
及
ば
ざ
る
な
り
。
藍

田
曰
く
「
五
島
の
西
北
海
中
に
一
島
あ
り
。
周
囲
数
十
里
。
修
竹
の
尺
囲
あ
り

て
、
千
竿
瞬
立
し
、
或
は
海
に
垂
る
る
に
到
る
。
多
く
海
に
扇
石
あ
り
、
决
明
簇
擁

し
ゆ
く
り
つ

そ
う
よ
う

す[

５]

。
良
き
港
湾
の
環
あ
り
て
、
巨
舩
を
泊
む
べ
き
な
り
。
此
れ
漂
流
せ
し

舟
子
の
説
く
所
な
り
。
蓋
し
五
島
を
距
つ
る
こ
と
、
六
七
十
里
な
る
べ
し
。
嘗

て
往
き
て
探
ら
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
未
だ
果
さ
ざ
る
な
り
」
と
。
余

之
を
聞
き
、

雄
心
勃
々
と
し
て
自
ら
禁
ず
る
あ
た
は
ず
。

乃
ち
職
を
辞
し
、
遂
に
五
島
に
航
す
。
福
江
よ
り
大
宝
を
過
ぎ
、
繞
り
て
嵳

峩
島
の
傍
ら
に
出
づ
。
慨
然
と
し
て
長
望
す
る
者
之
を
久
し
く
す
。
薄
暮
に
客

こ
と

舎
に
投
じ
、
地
図
を
展
き
て
之
を
閲
す
。
始
め
て
藍
田
の
説
く
所
は
、
即
ち
朝

ひ
ら

鮮
済
州
の
地
な
る
か
と
疑
ふ
。
果
し
て
至
ら
ず
。
皈
り
て
之
を
藍
田
に
語
る
。

か
へ

藍
田
も
亦
始
め
て
余
の
言
の
謬
り
な
ら
ざ
る
を
意
ふ
。

あ
や
ま

お
も

尋
い
で
余

京
に
皈
り
、
未
だ

幾

な
ら
ず
し
て
清
国
に
赴
く
。
燕
・
蘇
・
遼

か
へ

い
く
ば
く

の
西
東
の
地
に
行
き
、
長
城
に
登
り
て
渤
海
を
望
み
、
斉
・
魯
・
宋
・
衛
・
鄭

・
周
・
薛
・
荊
・
呉
の
野
を
過
ぎ
、
泰
山
に
上
り
、
嵩
高
に
攀
ぢ
り
、
河
を
渡

よ

り
江
に
浮
び
、
旬
歳
の
間
に
乃
ち
皈
る
。
長
崎
に
往
来
す
る
毎
に
、
藍
田
に
見

か
へ

ご
と

え
て
談
笑
す
る
こ
と
極
め
て
快
な
れ
ど
も
、
亦
未
だ
嘗
て
学
事
に
及
ば
ざ
る
な

り
。
窃
に
謂
ら
く
「
藍
田
は
一
世
の
偉
人
な
り
。
固
に
宜
し
く
諸
賢
と
同
に

ひ
そ
か

お
も
へ

ま
こ
と

と
も

朝
に
升
る
べ
し
。
而
る
に
自
ら
廃
し
て
野
に
在
る
は
、
惜
し
む
べ
き
な
り
」
と
。

十
二
三
年
の
間
に
及
び
、
余

諸
友
に
従
ひ
て
学
会
を
設
け
ん
こ
と
を
謀
り
、

同
志
を
連
合
し
て
、
始
め
て
斯
文
学
会[

６]

あ
り
。
余
も
文
学
の
末
に
列
す
る

を
獲
。
屢
し
ば
迂
言[

７]

を
陳
ぶ
る
も
、
未
だ
果
し
て
行
は
ず
。

し
ば

の

去
夏
、
余

家
に
在
り
て
拮
据
し
て[

８]

著
書
す
。
会
た
ま
藍
田
の
男
復
四
郎

[

９]

と
其
の
父
の
門
人
秋
永
蘭
二
郎[

]

と
来
訪
す
。
余

復
四
郎
を
識
る
こ
と

10

久
し
き
も
、
未
だ
蘭
二
郎
を
識
ら
ざ
る
な
り
。
揖
し
て
之
を
進
ま
し
む
。
談

学

事
に
及
ぶ
。
二
子
皆
に
盛
年
の
俊
士
に
し
て
、
斯
文
学
会
に
服
せ
ず
、
深
く
余

の
怠
惰
を
責
む
。
且
つ
曰
く
「
某

一
校
を
設
け
て
生
徒
を
振
興
せ
ん
と
欲
す
。

子
豈
に
之
に
賛
成
せ
ん
や
」
と
。
北
々
と
し
て[

]

論
辨
す
。
一
へ
に
孔
子
を

び

び

11

以
て
宗
と
為
す
。
余

是
に
於
て
か
、
益
ま
す
藍
田
の
学
問
の
淵
源
の
深
く
且
つ

遠
き
を
信
ず
る
な
り
。
因
り
て
諸
友
に
薦
め
、
分
ち
て
教
授
に
任
じ
、
且
つ
其

の
大
い
に
編
著
の
業
を
興
さ
ん
こ
と
を
勧
む
。
二
子
乃
ち
喜
ぶ
。
隠
に
敵
国
を

一
に
す
る
が
如
し
。

余
嘗
て
窃
に
謂
ら
く
、
聖
人
の
道
は
、
載
せ
て
六
経
に
在
り
。
炳
乎
と
し

ひ
そ
か

お
も
へ

て[
]

日
月
の
如
く
、
麗
乎
と
し
て[

]

天
の
ご
と
し
。
以
て
加
ふ
べ
き
も
の
な

12

13

し
。
唐
の
疏
義
・
明
の
大
全
・
清
の
経
解
の
如
き
は
、
皆
其
の
祖
宗
の
一
世
を

籠
絡[

]

せ
し
も
の
の
撰
な
り
。
当
今
の
世
、
聖
学
を
講
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
、
其

14

の
注
釈
の
簡
明
に
し
て
、
義
理
の
純
粋
な
る
者
を
択
ぶ
に
非
ず
ん
ば
、
別
に
一
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書
を
為
し
て
補
評
等
あ
り
て
、
以
て
後
進
に
便
ず
る
も
、
未
だ
可
な
ら
ざ
る
な

り
。
嗚
呼
、
我
が
大
丈
夫
の
国
の
博
雅
な
る
諸
君
、
盍
ぞ
心
力
を
合
し
て
一
徒

な
ん

と
為
り
、
漢
唐
以
下
の
散
儒
迂
儒[

]

の
言
を
沙
汰
し
、
天
地
間
の
一
大
有
用

15

の
書
を
編
次
し
て
、
以
て
往
聖
の
秘
義
を
発
し
、
万
世
の
太
平
を
開
か
ざ
る
。

孔
子
の
学
は
諸
を
心
身
に
本
づ
き
、
事
業
に
発
し
、
一
も
て
以
て
之
を
貫
き
、

こ
れ

復
遺
す
者
な
し
。
天
地
の
心
・
生
民
の
命
と
為
り
て
、
万
世
に
亘
り
て
変
易
す

べ
か
ら
ざ
る
所
以
な
り
。
若
し
夫
れ
章
句
に
拘
泥
し
て
大
義
に
通
ぜ
ず
、
窮
年

も

没
世
し
て
、
徒
に
文
法
を
講
じ
て
、
大
家
先
生
を
自
負
す
る
者
は
、
諸
を
譬
ふ

た
だ

こ
れ

る
に
書
簏[

]

を
負
ひ
て
歩
く
が
ご
と
し
。
何
の
学
ぶ
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
。

16

復
四
郎
は
嘗
て
沖
縄
県
に
赴
任
す
る
こ
と
数
年[

]

、
心
を
民
事
に
尽
す
。
余

17

に
語
り
て
曰
く
「
沖
縄
の
南
東
数
十
里
に
二
島
の
連
な
り
亘
る
あ
り
。
二
三
十

里
、
曠
と
し
て[

]

人
居
な
し
。
林
木
鬱
蒼
と
し
て
、
澄
晴
に
乗
ず
れ
ば
、
沖

18

縄
山
上
よ
り
之
を
望
む
。
山
河
暎
帯[

]

し
、
歴
々
と
し
て[

]

眼
に
入
る
。
蛟

19

20

龍
の
飛
動
す
る
が
如
き
な
り
。
土
人

古
よ
り
之
を
秘
し
、
敢
て
人
に
告
げ
ざ
る

は
、
蓋
し
故
あ
る
な
ら
ん
。
吾
、
一
大
舩
に
浮
び
、
彼
の
地
に
航
し
、
以
て
之

を
墾
せ
ん
と
欲
す
。
前
に
既
に
諸
を
県
令
鍋
島
君[

]

及
び
上
罔
君[

]

に
報
ず
。

こ
れ

21

22

未
だ
廟
議
の
如
何
を
審
ら
か
に
せ
ず
。
吾
、
焉
を
切
望
す
」
と
。

こ
れ

嗚
呼
、
復
四
郎
も
亦
乃
翁
の
志
を
成
さ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
是
れ
以
て
物
産

を
興
し
て
国
益
を
長
ず
る
に
足
る
。
聖
学
の
諸
余
と
曰
ふ
と
雖
も
、
亦
今
日
講

ず
べ
き
の
急
と
為
す
。
蘭
二
郎
も
亦
肥
前
の
人
。
家
は
世
よ
儒
を
業
と
す
。
父

は
梅
軒[
]

と
曰
ふ
。
甚
だ
詩
を
嗜
む
。
現
は
沖
縄
に
在
り
。
其
の
作
り
し
所

23

の
『
沖
縄
雑
詩
』
は
一
千
余
首
に
及
ぶ
と
云
ふ
。

頃
者
、
二
子
既
に
学
舎
を
設
け
、
同
人
と
相
議
し
て
、
之
を
命
じ
て
集
義
と

こ
の
ご
ろ

曰
ふ
。
諸
を
『
孟
子
』
の
「
集
義
の
生
る
る
所[

]

」
の
語
に
取
る
。
「
集
義
の

こ
れ

24

生
る
る
所
」
と
は
何
ぞ
や
。
『
孟
子
』
曰
く
「
浩
然
の
気
、
天
地
の
間
に
塞
が
る

[
]

」
と
。
是
れ
豈
に
所
謂
「
一
も
て
以
て
之
を
貫
く
」[

]

者
に
非
ず
や
。
約

25

26

規
の
如
く
、
同
文
の
諸
国
の
人
、
亦
其
の
一
体
に
し
て
間
な
き
を
欲
す
る
を
要も

と

む
る
な
り
。
是
に
於
て
同
人
相
告
げ
て
之
を
紀
と
為
す
。
余
、
其
の
成
る
こ
と

あ
る
を
信
ず
る
な
り
。
喜
び
て
前
言
を
叙
し
、
併
せ
て
世
人
に
告
ぐ
と
云
ふ
。

明
治
十
七
年
三
月
七
日
。

有
井
進
齋[

]

曰
く
「
遠
々
と
し
て
説
き
来
り
、
人
を
し
て
容
易
に
其
の
本

27

意
の
在
る
所
を
認
め
し
め
ず
。
是
れ
「
趙
充
国
の
遠
斥
候
を
以
て
務
と
為
す
」[

]28

の
法
な
り
」
と
。

植
松
彰[

]

曰
く
「
自
己
に
就
き
て
歴
上
を
閲
し
て
筆
に
着
く
。
極
め
て
風

29

神
あ
り
」
と
。

―
注
―

[

１]

谷
口
藍
田
の
弟
。
詳
細
は
不
明
。

[

２]

谷
口
藍
田
。1822

～1902

。
肥
前
（
佐
賀
）
有
田
の
儒
学
者
。

[

３]

明
治
七
年
三
月
か
ら
六
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
、
長
崎
県
師
範
学
校
に
在
職
し
て
い
た

（
『
岡
本
氏
自
伝
』
に
よ
る
）
。「
六
年
」
と
す
る
の
は
岡
本
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

[

４]

勢
い
よ
く
急
に
立
ち
上
が
る
。
決
起
に
同
じ
。

[

５]

群
が
り
取
り
ま
く
。

[

６]

斯
文
学
会
。
明
治
一
三
年
に
岩
倉
具
視
が
谷
干
城
ら
と
創
設
し
た
、
東
洋
の
学
術
文

化
の
交
流
を
目
的
と
し
た
団
体
。

[
７]

回
り
く
ど
い
言
葉
。

[
８]
手
が
つ
か
れ
て
く
た
く
た
に
な
る
。

[

９]
谷
口
蘭
田
の
子
。
明
治
一
二
年
に
鍋
島
直
彬
に
従
っ
て
沖
縄
に
赴
き
、
後
任
の
上
杉

茂
憲
が
着
任
し
た
後
も
沖
縄
に
留
ま
り
、
明
治
一
六
年
ま
で
沖
縄
で
奉
職
し
た
。
復
四
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郎
と
岡
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
有
井
進
齋
の
人
と
思
想
」（
『
凌
霄
』

、2009

）

16

に
於
て
少
し
く
言
及
し
た
。
参
照
さ
れ
た
い
。

[
]

谷
口
藍
田
の
妻
秋
永
氏
の
一
族
。
秋
永
蘭
二
郎
は
谷
口
復
四
郎
と
と
も
に
、
岡
本
韋

10庵
・
有
井
進
齋
と
の
親
交
が
あ
っ
た
。
『
進
齋
遺
稿
』
に
は
序
文
を
寄
せ
て
お
り
、
そ

こ
で
四
人
の
関
係
や
集
義
館
に
つ
い
て
詳
説
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
注
［
９
］

既
出
の
拙
稿
で
論
じ
た
。

[
]

熱
心
に
つ
と
め
る
さ
ま
。

11

[
]

明
る
く
輝
く
さ
ま
。

12

[
]

き
ら
び
や
か
な
さ
ま
。

13

[
]

た
く
み
に
言
い
く
る
め
る
。

14

[
]

散
儒
は
実
際
の
役
に
立
た
な
い
学
者
、
迂
儒
は
世
事
に
疎
い
学
者
。

15

[
]

書
物
を
入
れ
る
箱
。

16

[
]

谷
口
復
四
郎
の
沖
縄
赴
任
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
岡
本
韋
庵
『
北
地
国
防
論
』
『
北

17地
海
防
論
』
に
つ
い
て
（
上
・
下
）
（
東
洋
古
典
学
研
究

・

、2011

）
に
お
い
て

31

32

論
究
し
た
。
参
照
さ
れ
た
い
。

[
]

広
々
と
し
た
さ
ま
。

18

[
]

両
者
が
双
方
に
反
映
し
合
う
。

19

[
]

明
ら
か
な
さ
ま
。

20

[
]

鍋
島
直
彬
。1844

～1915

。
鹿
島
藩
主
。
佐
賀
藩
主
鍋
島
直
正
（
閑
叟
）
の
甥
。
初

21代
沖
縄
県
令
（1879

～1881

）
。

[
]

上
罔
某
に
つ
い
て
は
不
明
。

22

[
]

秋
永
蘭
二
郎
の
父
。
詳
細
は
不
明
。

23

[
]

『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
よ
る
。

24

[
]

『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
よ
る
。

25

[
]

『
論
語
』
里
仁
・
衛
霊
公
に
よ
る
。

26

[
]1830

～1889

。
阿
波
出
身
の
漢
学
者
。
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
有
井
進
齋
の
人
と

27

思
想
」
（
『
凌
霄
』

、2009

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

16

[
]

『
漢
書
』
趙
充
国
伝
に
よ
る
。
趙
充
国
は
、BC137

～

BC52

。
前
漢
の
将
軍
で
、

28匈
奴
討
伐
に
功
績
の
あ
っ
た
人
物
。

[
]

植
松
果
堂
。1847

～1909

。
佐
倉
（
千
葉
）
出
身
の
漢
学
者
。
川
田
甕
江
に
学
ぶ
。

29【
二
十
】
短
文
・
「『
殷
鑑
論
』
序
」

写
本
（
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
・
１
／
３
．
１
６
４
Ａ
．
２
６
３
）

筆
記
年
未
詳

方
今
亜
細
亜
之
患
、
莫
大
於
國
勢
不
振
。
國
勢
不
振
、
由
於
智
識
不
進
。
苟

欲
救
之
、
非
広
與
外
人
交
通
、
以
博
其
聞
見
、
則
不
可
。
是
其
責
固
在
我
。
而

其
次
則
不
得
不
責
之
於
支
那
也
。
余
之
持
是
説
也
久
矣
。
嘗
見
駿
台
曽
我
氏
、

談
及
各
國
強
弱
之
説
。
曽
我
氏
曰
「
方
今
亜
細
亜
志
士
之
務
、
當
合
縦
訂
交
、

以
圖
報
國
也
。
吾
友
鳥
尾
得
庵
、
嘗
言
之
。
」
余
蹶
然
起
曰
「
謹
受
教
矣
。
」
乃

試
擬
一
會
、
命
之
曰
善
隣
義
會
。
設
五
規
。
鳥
尾
氏
・
曽
我
氏
、
皆
以
為
可
、

而
未
能
施
之
於
實
際
■
。
頃
者
獲
識
平
野
某
甫
。
某
甫
有
慨
于
當
世
、
出
『
殷

監
論
』
■
篇
視
余
。
實
凝
庵
古
賀
翁
所
著
、
論
駁
支
那
、
無
復
餘
蘊
。
蓋
明
清

諸
儒
之
所
不
夢
見
也
。
余
撃
節
大
呼
曰
「
有
是
哉
。
支
那
人
自
尊
自
大
、
習
與

性
成
。
猜
疑
外
人
、
離
羣
索
居
。
苟
非
使
其
深
自
其
非
、
則
言
不
可
入
、
而
交

不
可
久
也
。
為
今
日
慮
。
莫
如
直
言
正
論
、
以
規
其
不
逮
。
設
使
彼
有
知
痛
自

悔
責
、
而
人
心
世
道
日
進
高
明
、
國
勢
隆
々
興
起
、
則
其
為
我
之
裨
益
、
豈
可

勝
言
哉
。
先
生
其
有
見
於
此
乎
。
如
序
中
所
言
、
實
未
盡
也
。
」
某
甫
曰
「
吾
欲

上
梓
以
示
同
好
也
。
」
遂
請
古
賀
氏
、
公
之
于
世
。
附
録
『
義
會
五
規
』
。
其
意

在
欲
言
皈
于
好
。
余
窃
慶
焉
、
而
妄
意
得
庵
・
駿
台
二
君
之
深
嘉
此
擧
也
。『
易
』
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曰
「
帰
妹
睽
孤
、
先
張
之
弓
、
後
弛
之
矢
。
」
程
正
叙
以
為
「
人
多
猜
疑
、
妄
生

乖
離
。
雖
在
骨
肉
親
黨
之
間
、
而
常
孤
獨
也
。
然
物
理
極
而
必
反
。
故
始
疑
而

終
合
也
。
」
支
那
之
於
我
、
實
親
黨
也
。
能
使
其
國
人
有
自
知
、
而
深
相
合
焉
、

則
其
於
振
作
亜
細
亜
、
可
以
庶
幾
矣
。

方
今

亜
細
亜
の
患
ひ
は
、
国
勢
の
振
は
ざ
る
よ
り
大
な
る
は
な
し
。
国
勢
の

振
は
ざ
る
は
、
智
識
の
進
ま
ざ
る
に
由
る
。

苟

も
之
を
救
は
ん
と
欲
せ
ば
、

い
や
し
く

広
く
外
人
と
交
通
し
、
以
て
其
の
聞
見
を
博
む
る
に
非
ず
ん
ば
、
則
ち
不
可
な

り
。
是
れ
其
の
責

固
よ
り
我
に
在
り
。
而
れ
ど
も
其
の
次
は
則
ち
之
を
支
那
に

も
と

責
め
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
余
の
是
の
説
を
持
す
る
や
久
し
。
嘗
て
駿
台
曽
我

氏[

１]

に
見
え
、
談

各
国
強
弱
の
説
に
及
ぶ
。
曽
我
氏
曰
く
「
方
今

亜
細
亜

の
志
士
の
務
は
、
当
に
合
縦
訂
交[

２]

し
て
、
以
て
報
国
を
図
る
べ
き
な
り
。

吾
が
友
鳥
尾
得
庵[

３]

、
嘗
て
之
を
言
ふ
」
と
。
余
、
蹶
然
と
し
て[

４]

起
ち
て

曰
く
「
謹
ん
で
教
へ
を
受
け
ん
」
と
。
乃
ち
試
み
に
一
会
を
擬
し
、
之
を
命
じ

て
善
隣
義
会[

５]

と
曰
ふ
。
五
規
を
設
く
。
鳥
尾
氏
・
曽
我
氏
、
皆
に
以
て
可

と
も

と
為
す
も
、
未
だ
之
を
実
際
に
施
す
あ
た
は
ず
。

頃
者
、
平
野
某
甫[

６]

を
識
る
を
獲
。
某
甫
は
当
世
を
慨
す
る
あ
り
て
、
『
殷

こ
の

ご
ろ

監
論
』
■
篇[

７]

を
出
し
て
余
に
視
し
む
。
実
に
凝
庵
古
賀
翁[

８]

の
著
は
す
所
、

支
那
を
論
駁
し
て
、
復
余
蘊[

９]

な
し
。
蓋
し
明
清
諸
儒
の
夢
に
も
見
ざ
る
所

な
り
。
余
、
撃
節[

]

大
呼
し
て
曰
く
「
是
あ
る
か
な
。
支
那
人
の
自
尊
自
大

こ
れ

10

な
る
こ
と
、
習

性
と
成
る
。
外
人
を
猜
疑
し
、
羣
を
離
れ
て
居
を
索
む
。

苟
い
や
し
く

も
其
の
深
く
自
ら
其
の
非
を
知
ら
し
む
る
こ
と
非
ず
ん
ば
、
則
ち
言

入
る
べ
か

ら
ず
、
而
も
交

久
し
く
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
今
日
の
慮
と
為
る
。
直
言
正
論

し
て
、
以
て
其
の
逮
ば
ざ
る
を
規
す
に
如
く
は
な
し
。
設
し
彼
を
し
て
知
あ
り

お
よ

た
だ

も

て
痛
自
悔
責
し
て
、
人
心
世
道
の
日
進
高
明
し
、
国
勢
隆
々
と
し
て
興
起
せ
し

む
れ
ば
、
則
ち
其
の
我
の
裨
益
た
る
こ
と
、
豈
に
勝
げ
て
言
ふ
べ
け
ん
や
。
先

あ

生

其
れ
此
に
見
る
あ
る
か
。
序
の
中
に
言
ふ
所
は
、
実
に
未
だ
尽
さ
ざ
る
が
如

き
な
り
」
と
。
某
甫
曰
く
「
吾
、
上
梓
し
て
以
て
同
好
に
示
さ
ん
と
欲
す
る
な

り
」
と
。
遂
に
古
賀
氏
に
請
ひ
て
、
之
を
世
に
公
に
す
。
附
し
て
『
義
会
五
規
』

[
]

を
録
す
。
其
の
意
は
好
き
に
皈
る
を
言
は
ん
と
欲
す
る
に
在
り
。
余
窃
に
焉

か
へ

ひ
そ
か

こ
れ

11を
慶
し
て
、
妄
り
に
得
庵
・
駿
台
二
君
の
深
く
此
の
挙
を
嘉
す
る
を
意
ふ
。『
易
』

に
曰
く
「
帰
妹
。
睽
き
て
孤
な
り
。
先
に
之
が
弓
を
張
り
、
後
に
之
が
矢
を
弛

そ
む

ゆ
る

む
」[

]

と
。
程
正
叙[

]

以
為
ら
く
「
人

猜
疑
多
け
れ
ば
、
妄
り
に
乖
離
を

お
も
へ

12

13

生
ず
。
骨
肉
親
党
の
間
に
在
り
と
雖
も
、
常
に
孤
独
な
り
。
然
れ
ど
も
物
の
理

は
極
ま
れ
ば
而
ち
必
ず
反
す
。
故
に
始
め
疑
へ
ど
も
終
り
に
合
す
る
な
り
」[

]14

と
。
支
那
の
我
に
於
け
る
や
、
実
に
親
し
み
党
す
る
な
り
。
能
く
其
の
国
人
を

し
て
自
ら
知
る
こ
と
あ
り
て
、
深
く
相
合
せ
し
む
れ
ば
、
則
ち
其
の
亜
細
亜
を

振
作
す
る
に
於
て
、
以
て
庶
幾
か
る
べ
し
。

ち

か

―
注
―

[

１]

曽
我
駿
台
に
つ
い
て
は
不
明
。

[

２]

南
北
に
連
携
し
て
同
盟
す
る
。

[

３]

鳥
尾
小
弥
太
。1848

～1905

。
軍
人
・
政
治
家
。
岡
本
と
鳥
尾
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
岡
本
韋
庵
の
人
脈
」
（
東
洋
古
典
学
研
究

、2013

）
で
言
及
し
た
。
参
照
さ

35

れ
た
い
。

[
４]

驚
い
て
飛
び
立
つ
さ
ま
。

[
５]
善
隣
義
会
は
善
隣
協
会
・
善
隣
訳
書
館
の
前
身
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
狹
間
直

樹
氏
の
『
善
隣
協
会
・
善
隣
訳
書
館
関
係
資
料
―
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
「
岡
本
韋
庵
先

生
文
書
」
所
収
―
』
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
漢
学
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
・
東
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方
学
資
料
叢
刊

、2002

）
に
詳
し
い
。

10

[
６]

平
野
某
甫
に
つ
い
て
は
不
明
。

[
７]
■
部
分
は
テ
キ
ス
ト
の
破
損
に
よ
り
判
読
不
能
。
『
殷
鑑
論
』
自
体
は
国
立
国
会
図

書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
可
。

[

８]

古
賀
侗
庵
。1788

～1847

。
江
戸
後
期
の
儒
学
者
。

[

９]

余
っ
た
た
く
わ
え
。

[
]

人
の
詩
文
を
誉
め
る
。

10

[
]

注
［
５
］
既
出
の
狹
間
氏
の
著
書
が
『
義
会
五
規
』
の
草
案
を
資
料
と
し
て
掲
載
し

11て
い
る
。

[
]

『
易
』
睽
の
上
九
の
卦
辞
に
「
睽
き
て
孤
な
り
。
…
…
先
に
之
が
弧
を
張
り
、
後
に

そ
む

ゆ
み

12之
が
弧
を
説
す
」
と
あ
る
。
上
に
帰
妹
（
六
四
卦
の
一
つ
）
と
す
る
の
は
誤
り
。

ゆ
み

は
ず

[
]

程
頤
（
伊
川
）
。1033

～1107

。
兄
の
程
顥
（
明
道
）
と
合
わ
せ
て
二
程
子
と
い
う
。

13著
書
に
『
易
伝
』
が
あ
る
。

[
]

『
程
氏
易
伝
』
睽
・
上
九
（
巻
三
）
に
「
如
人
雖
有
親
党
而
多
自
疑
猜
、
妄
生
乖
離
、

14雖
処
骨
肉
親
党
之
間
、
而
常
孤
独
也
。
…
…
物
理
極
而
必
反
。
…
…
始
疑
而
終
必
合
也
。
」

と
あ
る
。

【
二
十
一
】
短
文
・
「
贈
『
鳥
尾
子
』
序
」

写
本
（
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
・
１
／
３
．
１
６
４
Ｂ
．
２
６
４
）

明
治
一
九
年
七
月
三
十
一
年
記

中
将
得
菴
鳥
尾
先
生
、
常
以
人
心
世
道
自
任
、
固
為
一
代
人
望
。
恨
未
能
大

施
其
道
於
天
下
焉
耳
矣
。
今
茲
丙
戌
、
奉
朝
命
、
巡
覧
歐
米
各
國
。
蓋
為
異
日

従
政
之
地
也
。
余
辱
先
生
知
遇
有
年
。
聞
之
大
喜
、
奮
欲
従
遊
、
先
生
亦
欲
之
。

而
有
不
可
者
焉
。
維
新
以
降
、
士
之
航
海
外
者
、
項
背
相
望
。
或
誇
博
覧
、
自

称
上
流
人
物
、
或
藉
外
重
以
資
一
身
顕
栄
。
而
若
南
北
諸
島
之
可
闢
、
若
清
韓

通
商
之
可
講
、
漠
然
不
之
省
也
。
眼
前
巨
利
、
皆
帰
外
人
掌
握
、
而
意
氣
揚
々

也
。
高
帽
長
靴
、
皆
仰
異
域
、
百
姓
困
弊
、
人
心
離
散
、
而
猶
謂
非
所
恤
也
。

余
深
歎
其
得
失
不
相
償
、
而
不
能
救
之
也
。
安
忍
躬
踏
其
轍
乎
。
唯
先
生
既
朝

野
所
慕
頼
。
世
之
唱
西
説
者
、
乃
曰
「
先
生
抱
高
世
之
才
、
歴
遊
歐
米
、
目
撃

文
物
之
盛
。
必
将
去
己
見
發
真
理
、
以
一
新
國
人
之
視
聴
。
」
述
孔
釈
者
、
乃
曰

「
先
生
學
貫
古
今
、
識
合
天
人
。
決
不
為
外
美
所
眩
。
必
将
探
其
源
委
、
以
究

其
弊
之
所
在
。
」
其
望
之
重
且
大
如
此
。
有
非
常
特
異
勲
業
、
則
何
以
塞
其
責
乎
。

余
嘗
訪
先
生
、
出
門
而
出
行
、
逢
一
人
。
疾
呼
曰
「
咄
、
汝
何
為
者
。
」
余
不
顧

而
過
、
其
人
突
然
来
撃
余
頭
。
落
帽
。
曰
「
汝
何
為
衝
人
。
」
怒
眼
睥
睨
、
屹
立

不
動
。
余
乃
叱
之
。
其
人
搶
々
然
而
去
。
蓋
一
醉
漢
也
。
今
人
遊
海
外
、
眩
其

偉
観
、
不
弁
内
外
軽
重
、
穏
言
恣
行
、
靡
財
葫
物
、
其
不
為
醉
漢
者
鮮
矣
。
唯

先
生
慧
眼
、
不
問
其
華
、
専
求
其
實
。
于
政
事
、
于
文
學
、
必
領
其
要
、
以
復

命
于
朝
。
身
為
上
下
之
幹
。
撰
擇
羣
材
、
不
偏
于
一
。
誠
篤
是
與
。
務
適
實
用
、

則
可
以
塞
衆
望
而
鞏
國
基
。
雖
有
奸
人
舞
弊
、
亦
不
足
慮
也
。
是
豈
特
我
同
胞

一
時
之
幸
哉
。
實
東
方
諸
國
、
万
世
之
慶
也
。
國
家
将
興
、
必
有
英
雄
振
作
之

者
。
不
甚
難
為
也
。
歴
閲
西
史
、
其
國
文
運
之
進
、
蓋
在
伯
篤
児
・
拿
破
翁
以

来
。
距
今
近
已
。
以
古
人
方
之
、
東
西
固
不
相
譲
也
。
焉
得
以
一
時
強
弱
、
加

喜
戚
、
而
恭
然
自
廢
乎
哉
。
抑
又
聞
之
。
方
今
、
英
有
蘇
賓
塞
氏
、
獨
有
巴
的

曼
氏
。
皆
碩
學
之
士
也
。
先
生
見
之
、
叩
其
蘊
奥
、
参
以
孔
釈
之
言
。
虚
心
談

晤
、
互
相
切
劘
、
使
其
民
知
東
方
有
人
有
學
、
則
可
以
外
禦
其
侮
。
折
衝
万
里
、

而
所
以
風
励
人
心
、
振
興
世
道
者
、
亦
於
是
乎
在
焉
。
窃
慶
先
生
之
道
将
行
、

悲
其
不
得
従
遊
。
聊
陳
瞽
言
以
贈
。
然
是
在
先
生
度
内
。
豈
要
全
言
者
哉
。

明
治
十
九
年
七
月
三
十
一
日
。
再
書
。

岡本韋庵関連文書（五）（有馬）
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中
将
得
菴
鳥
尾
先
生[

１]

は
、
常
に
人
心
世
道
を
以
て
自
任
し
、
固
よ
り
一

マ
マ

も
と

代
の
人
望
と
為
る
。
恨
む
ら
く
は
未
だ
大
い
に
其
の
道
を
天
下
に
施
す
あ
た
は

ざ
る
の
み
。
今
茲
丙
戌[

２]

、
朝
命
を
奉
じ
、
欧
米
各
国
を
巡
覧
す
。
蓋
し
異

日

政
に
従
ふ
の
地
と
為
ら
ん
。
余
、
先
生
の
知
遇
を

辱

く
す
る
こ
と
年
あ

か
た
じ
け
な

り
。
之
を
聞
き
大
い
に
喜
び
、
奮
っ
て
遊
に
従
は
ん
と
欲
し
、
先
生
も
亦
之
を

欲
す
。
而
れ
ど
も
不
可
と
す
る
者
あ
り
。
維
新
以
降
、
士
の
海
外
に
航
す
る
者

は
、
項
背
相
望
む[

３]

。
或
は
博
覧
を
誇
り
て
自
ら
上
流
人
物
と
称
し
、
或
は

外
重
に
藉
し
て
以
て
一
身
の
顕
栄
に
資
と
す
。
而
る
に
南
北
諸
島
の
闢
く
べ
き

ひ
ら

が
ご
と
き
、
清
韓
通
商
の
講
ず
べ
き
が
ご
と
き
は
、
漠
然
と
し
て
之
を
省
み
ざ

る
な
り
。
眼
前
の
巨
利
は
、
皆
外
人
の
掌
握
す
る
に
帰
し
て
、
而
も
意
気
揚
々

た
る
な
り
。

高
帽
長
靴
も
て
、
皆
異
域
を
仰
ぎ
、
百
姓
困
弊
し
、
人
心
離
散
す
る
も
、
猶

ほ
恤
む
所
に
非
ず
と
謂
ふ
が
ご
と
き
な
り
。
余
深
く
其
の
得
失
の
相
償
は
ざ

あ
は
れ

つ
ぐ
な

る
を
歎
ず
る
も
、
之
を
救
ふ
あ
た
は
ざ
る
な
り
。
安
ぞ
躬
ら
其
の
轍
を
踏
む
に

み
ず
か

忍
び
ん
や
。
唯
だ
先
生
の
み
既
に
朝
野
の
慕
ひ
頼
る
所
と
為
る
。
世
の
西
説
を

唱
ふ
る
者
は
、
乃
ち
曰
く
「
先
生
は
高
世
の
才
を
抱
き
、
欧
米
を
歴
遊
し
て
、

文
物
の
盛
な
る
を
目
撃
す
。
必
ず
将
に
己
を
去
り
て
真
理
を
見
発
し
、
以
て
国

人
の
視
聴
を
一
新
せ
ん
と
す
」
と
。
孔
釈[

４]

を
述
ぶ
る
者
は
、
乃
ち
曰
く
「
先

生
は
古
今
を
貫
く
を
学
び
て
、
天
人
を
合
す
る
を
識
る
。
決
し
て
外
美
の
眩
ま

く
ら

す
所
と
為
ら
ず
。
必
ず
将
に
其
の
源
委[

５]

を
探
り
、
以
て
其
の
弊
の
在
る
所

を
究
め
ん
と
す
」
と
。

其
の
之
を
望
む
こ
と
、
重
く
且
つ
大
な
る
こ
と
此
の
如
し
。
非
常
特
異
の
勲

業
あ
ら
ば
、
則
ち
何
ぞ
以
て
其
の
責
め
を
塞
が
ん
や
。
余
嘗
て
先
生
を
訪
ね
、

門
よ
り
出
で
て
行
く
に
、
一
人
に
逢
ふ
。
疾
呼
し
て
曰
く
「
咄
、
汝

何
為
す
る

者
ぞ
や
」
と
。
余
、
顧
み
ず
し
て
過
ぐ
る
に
、
其
の
人

突
然

来
り
て
余
の
頭

を
撃
つ
。
帽
を
落
す
。
曰
く
「
汝
、
何
為
れ
ぞ
人
を
衝
つ
か
」
と
。
怒
眼
し
て

な
ん

す

睥
睨
し
、
屹
立
し
て
動
か
ず
。
余
乃
ち
之
を
叱
す
。
其
の
人
、
搶
々
然
と
し
て[

６]

去
る
。
蓋
し
一
酔
漢
な
ら
ん
。

今
人
、
海
外
に
遊
び
、
其
の
偉
観
に
眩
み
て
、
内
外
の
軽
重
を
弁
ぜ
ず
、
言

く
ら

を
穏
り
行
ひ
を

恣

に
し
、
財
に
靡
き
物
を
葫
し
、
其
の
酔
漢
と
為
ら
ざ
る
者

ほ
こ

ほ
し
い
ま
ま

な
び

つ
く

鮮
し
。

す
く
な唯

だ
先
生
の
み
慧
眼
あ
り
て
、
其
の
華
を
問
は
ず
、
専
ら
其
の
実
を
求
む
。

政
事
に
于
て
、
文
学
に
于
て
、
必
ず
其
の
要
を
領
し
て
、
以
て
朝
に
復
命
す
。

お
い

お
い

身
は
上
下
の
幹
た
り
。
羣
材
を
撰
擇
し
て
、
一
に
偏
ら
ず
。
誠
篤
と
は
是
れ
か
。

務
め
て
実
用
に
適
す
れ
ば
、
則
ち
以
て
衆
望
を
塞
ぎ
て
国
基
を
鞏
く
す
べ
し
。

ふ
さ

か
た

奸
人
の
弊
に
舞
ふ
こ
と
あ
り
と
雖
も
、
亦
慮
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
是
れ
豈
に
特た

だ

に
我
が
同
胞
一
時
の
幸
な
る
の
み
な
ら
ん
や
。
実
に
東
方
諸
国
、
万
世
の
慶
な

り
。
国
家
将
に
興
ら
ん
と
す
れ
ば
、
必
ず
英
雄
の
之
を
振
作
す
る
者
あ
り
。
甚

だ
し
く
は
為
し
難
か
ら
ざ
る
な
り
。
西
史
を
歴
閲
す
る
に
、
其
の
国
の
文
運
の

進
む
は
、
蓋
し
伯
篤
児[

７]

・
拿
破
翁[

８]

以
来
に
在
り
。
今
を
距
た
る
こ
と
近

ピ
ヨ
ー

ト

ル

ナ

ポ

レ

オ

ン

き
の
み
。
古
人
を
以
て
之
に
方
つ
れ
ば
、
東
西
固
よ
り
相
譲
ら
ざ
る
な
り
。
焉

も
と

い
づ

く
ん
ぞ
一
時
の
強
弱
を
以
て
喜
戚
を
加
へ
て
恭
然
と
し
て
自
ら
廃
す
る
を
得
ん

や
。
抑
そ
も
又
之
を
聞
く
。
方
今
、
英
に
蘇
賓
塞
氏[

９]

あ
り
、
独
に
巴
的
曼

ス

ペ

ン

サ

ー

ハ
ル

ト

マ
ン

氏[
]

あ
り
。
皆
に
碩
学
の
士
な
り
。
先
生

之
を
見
て
、
其
の
蘊
奥
を
叩
き
、
参ま

じ

10
ふ
る
に
孔
釈
の
言
を
以
て
す
。
虚
心
も
て
談
晤
し
、
互
相
に
切
劘[

]

し
て
、

11

其
の
民
を
し
て
東
方
に
人
あ
り
学
あ
る
を
知
ら
し
め
ば
、
則
ち
以
て
外
に
其
の

侮
り
を
禦
ぐ
べ
し
。
万
里
に
折
衝[

]

し
て
、
人
心
を
風
励[

]

し
、
世
道
を
振

12

13
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興
す
る
所
以
の
者
、
亦
是
に
於
て
か
焉
に
在
り
。
窃
に
先
生
の
道
の
将
に
行
は

こ
こ

ひ
そ
か

れ
ん
と
す
る
を
慶
び
、
其
の
従
ひ
遊
す
る
を
得
ざ
る
を
悲
し
む
。
聊
か
瞽
言[

]14

を
陳
べ
て
以
て
贈
る
。
然
れ
ど
も
是
れ
先
生
の
度
内[

]

に
在
り
。
豈
に
全
言

15

を
要
す
る
者
な
ら
ん
や
。

明
治
十
九
年
七
月
三
十
一
日
。
再
書
。

―
注
―

[

１]

【
二
十
】
の
注[

３]

に
既
出
。

[

２]

明
治
一
九
年
（1886

）
。

[

３]

大
勢
の
人
が
続
い
て
絶
え
な
い
さ
ま
。

[

４]

孔
子
と
釈
迦
。
儒
教
と
仏
教
。

[

５]

本
末
。

[

６]

よ
ろ
め
き
な
が
ら
歩
く
さ
ま
。

[

７]

ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
。1672

～1725

。
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
の
第
五
代
ツ
ァ
ー
リ
（1682

～1725

）
。

[

８]

ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
。1769

～1821

。
フ
ラ
ン
ス
の
第
一
帝
政
の
皇
帝
（1804

～1814

・1815

）
。

[

９]

ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
。1820

～1903

。
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
・
社
会
学
者
。

当
時
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
に
基
づ
く
諸
説
は
、
広
く
日
本
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
た
。

[
]

エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ト
マ
ン
。1842

～1906

。
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。
井

10上
哲
次
郎
が
ハ
ル
ト
マ
ン
と
親
交
が
あ
り
、
広
く
ハ
ル
ト
マ
ン
の
学
術
が
日
本
に
紹
介

さ
れ
て
い
た
。

[
]

こ
こ
で
は
、
正
直
に
真
意
を
語
る
の
意
か
。

11

[
]

交
渉
し
て
駆
け
引
き
す
る
。

12

[
]

教
え
励
ま
す
。

13

[
]

で
た
ら
め
な
発
言
。

14

[
]

胸
の
う
ち
。

15【
二
十
二
】
短
文
・
「
贈
谷
大
臣
書
」

写
本
（
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
・
１
／
３
．
１
６
４
Ｂ
．
２
６
４
）

明
治
一
九
年
七
月
三
十
一
日
記

富
而
教
之
、
孔
子
之
道
也
。
不
富
斯
無
教
之
可
施
矣
。
今
之
人
士
、
羣
居
終

日
、
不
事
生
業
。
妻
飢
児
寒
、
旦
暮
乞
憐
於
人
。
是
其
身
且
不
可
教
。
焉
得
教

人
。
而
漢
學
云
、
洋
學
云
、
空
論
強
聒
、
虚
文
絲
縟
、
曽
無
補
乎
人
心
世
道
。

是
豈
孔
子
之
意
哉
。
有
志
者
、
宜
先
講
生
産
事
業
・
立
身
成
家
、
以
固
其
本
也
。

明
治
中
興
、
文
運
日
進
、
而
中
外
之
権
、
或
未
能
均
一
、
農
商
失
業
者
衆
。
十

九
年
春
、
陸
軍
中
将
谷
君
干
城
、
為
農
商
務
大
臣
、
奉
朝
命
赴
歐
米
各
國
、
将

察
其
風
土
物
産
、
以
補
我
之
遺
漏
。
君
嘗
以
節
鎮
熊
本
城
。
當
西
南
変
起
、
嬰

城
捍
禦
、
遂
致
平
定
。
張
雎
陽
之
功
不
啻
也
。
後
為
斯
文
會
副
長
、
以
興
斯
文

自
任
。
其
為
天
下
後
世
、
慮
深
矣
。
及
是
行
、
朝
野
皆
想
望
君
之
風
采
、
刮
目

以
竢
焉
。
余
辱
列
會
員
、
欲
贈
一
言
、
而
身
未
有
自
立
之
實
、
妄
擬
長
者
、
呶

々
多
言
、
恐
為
大
方
所
笑
。
然
嘗
窃
謂
「
以
君
之
英
偉
特
達
、
過
海
外
文
物
旺

盛
之
都
、
與
其
豪
傑
・
君
子
・
奇
士
・
偉
人
握
手
交
歓
、
広
詢
博
捜
、
領
其
格

物
之
説
・
厚
生
之
法
、
適
我
人
心
土
宜
者
、
帰
朝
佐
天
子
、
令
國
中
、
次
第
擧

行
、
不
許
聰
明
學
士
高
談
空
理
、
浮
躁
少
年
紛
擾
庶
政
、
建
議
大
興
農
學
、
録

子
弟
志
氣
精
敏
過
人
者
、
給
衣
糧
以
教
之
、
勢
在
文
武
二
大
學
之
上
。
其
中
小

學
、
亦
別
置
物
産
一
科
、
以
風
励
天
下
、
上
下
男
女
、
専
攻
一
事
、
而
朝
無
倖

岡本韋庵関連文書（五）（有馬）
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官
、
官
称
其
才
、
野
多
賢
士
、
士
食
其
力
、
不
敢
求
上
媚
下
、
則
是
所
以
固
其

本
也
。
衣
食
既
足
、
教
化
既
普
、
尚
且
督
之
不
倦
、
使
議
論
與
事
實
相
須
、
如

頭
腹
之
與
手
足
。
無
復
偏
固
不
仁
之
病
、
則
彼
漢
學
云
洋
學
云
者
、
皆
足
以
輔

世
道
正
人
心
、
而
外
侮
可
絶
也
。
國
権
可
振
也
。
是
其
功
、
有
過
前
日
隔
定
之

労
。
當
勒
諸
金
石
。
千
載
不
朽
矣
。
古
之
所
謂
文
武
一
致
、
克
始
有
終
者
、
不

是
過
也
。
是
豈
非
孔
子
之
意
乎
。
聞
君
在
歐
州
、
方
講
開
物
成
務
之
言
。
文
明

富
強
之
説
、
其
所
以
揚
國
威
而
副
人
心
者
。
於
是
乎
在
焉
。
興
會
員
語
以
自
壮
。

而
悲
農
商
失
業
之
久
也
。
聊
叙
前
言
以
贈
。
願
君
之
意
亦
不
外
乎
此
。
則
猶
之

宜
論
也
已
矣
。
」

明
治
十
九
年
、
第
七
月
三
十
一
日
。

富
み
て
之
を
教
ふ
る
は
孔
子
の
道
な
り
。
富
ま
ざ
れ
ば
斯
れ
教
へ
の
施
す
べ

こ

き
も
の
な
し
。
今
の
人
士
は
、
羣
居
す
る
こ
と
終
日
に
し
て
、
生
業
を
事
と
せ

ず
。
妻
飢
え
児
寒
へ
て
、
旦
暮
に
憐
れ
み
を
人
に
乞
ふ
。
是
れ
其
の
身

且
に
教

ふ
べ
か
ら
ず
。
焉
く
ん
ぞ
人
に
教
ふ
る
を
得
ん
や
。
而
れ
ど
も
漢
学
と
云
ひ
、

い
づ

洋
学
と
云
ひ
、
空
論
も
て
強
聒[

１]

し
、
虚
文
も
て
絲
縟[

２]
す
れ
ば
、
曽
て
人

か
つ

心
世
道
を
補
ふ
も
の
な
し
。
是
れ
豈
に
孔
子
の
意
な
ら
ん
や
。
志
あ
る
者
は
、

宜
し
く
先
づ
生
産
事
業
・
立
身
成
家
を
講
じ
て
、
以
て
其
の
本
を
固
む
べ
き
な

り
。
明
治
中
興
あ
り
て
、
文
運
日
に
進
む
も
、
中
外
の
権
、
或
は
未
だ
均
一
な

る
あ
た
は
ず
、
農
商
の
業
を
失
ふ
者
衆
し
。
十
九
年
春
、
陸
軍
中
将
谷
君
干
城

[

３]

、
農
商
務
大
臣
と
為
り
、
朝
命
を
奉
じ
て
欧
米
各
国
に
赴
き
、
将
に
其
の

風
土
物
産
を
察
し
て
、
以
て
我
の
遺
漏
を
補
は
ん
と
す
。
君
嘗
て
節
を
以
て
熊

本
城
に
鎮
た
り
。
当
に
西
南
の
変
起
り
、
嬰
城
捍
禦[

４]

し
て
、
遂
に
平
定
を

致
す
。
張
雎
陽[

５]

の
功
も
啻
な
ら
ざ
る
な
り
。
後
に
斯
文
会[

６]

の
副
長
と
為

た
だ

り
、
斯
文
を
興
す
を
以
て
自
任
す
。
其
の
天
下
後
世
の
為
に
、
慮
る
こ
と
深
し
。

是
の
行
に
及
び
て
、
朝
野

皆

君
の
風
采
を
想
望
し
、
刮
目
し
て
以
て
竢
つ
。

ま

余

辱

く
も
会
員
に
列
し
、
一
言
を
贈
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
身
は
未
だ
自
立
の

か
た
じ
け
な

実
あ
ら
ざ
る
に
、
妄
り
に
長
者
に
擬
し
て
、
呶
々[

７]

多
言
す
れ
ば
、
恐
ら
く

は
大
方
の
笑
ふ
所
と
為
ら
ん
。
然
る
に
嘗
て
窃
に
謂
ら
く
「
君
の
英
偉
特
達

ひ
そ
か

お
も
へ

を
以
て
、
海
外
の
文
物
旺
盛
の
都
に
過
り
、
其
の
豪
傑
・
君
子
・
奇
士
・
偉
人

よ
ぎ

と
握
手
し
て
交
歓
し
、
広
く
詢
ひ
博
く
捜
り
て
、
其
の
格
物
の
説
・
厚
生
の
法

と

を
領
し
、
我
が
人
心
土
宜
に
適
へ
ば
、
帰
朝
し
て
天
子
を
佐
け
、
国
中
に
令
し
、

次
第
に
行
を
挙
げ
、
聰
明
学
士
の
空
理
を
高
談
し
、
浮
躁
少
年
の
庶
政
を
紛
擾

す
る
を
許
さ
ず
、
建
議
し
て
大
い
に
農
学
を
興
し
、
子
弟
の
志
気
精
敏
な
る
こ

と
人
に
過
ぐ
る
者
を
録
し
、
衣
糧
を
給
し
て
以
て
之
に
教
へ
、
勢

文
武
二
大
学

の
上
に
在
り
。
其
の
中
の
小
学
も
亦
別
に
物
産
の
一
科
を
置
き
、
以
て
天
下
を

風
励
す
れ
ば
、
上
下
男
女
、
専
ら
一
事
を
攻
め
て
、
朝
に
倖
官[

８]

な
く
、
官

其
の
才
を
称
し
、
野
に
賢
士
多
き
も
、
士

其
の
力
を
食
し
、
敢
て
上
に
求
め
下

に
媚
び
ず
ん
ば
、
則
ち
是
れ
其
の
本
を
固
く
す
る
所
以
な
り
。
衣
食
既
に
足
り
、

教
化
既
に
普
く
、
尚
ほ
且
つ
之
を
督
し
て
倦
ま
ざ
れ
ば
、
議
論
と
事
実
と
相
須

た
し
む
る
こ
と
、
頭
腹
の
手
足
に
与
け
る
が
如
し
。
復
偏
固[

９]

な
る
不
仁
の

お

ま
た

病
な
く
ん
ば
、
則
ち
彼
の
漢
学
と
云
ひ
、
洋
学
と
云
ふ
者
は
、
皆
以
て
世
道
を

輔
け
人
心
を
正
し
て
、
外
侮
を
絶
つ
べ
き
に
足
る
な
り
。
国
権
も
振
ふ
べ
き
な

り
。
是
れ
其
の
功
は
、
前
日
隔
定[

]

の
労
に
過
ぐ
る
あ
り
。
当
に
諸
を
金
石

こ
れ

10

に
勒
む
べ
し
。
千
載

朽
ち
ず
。
古
の
所
謂
文
武
一
致
、
始
め
克
け
れ
ば
終
り
あ

き
ざ

よ

り
と
は
、
是
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
是
れ
豈
に
孔
子
の
意
に
非
ず
や
。
聞
く
、
君

は
欧
州
に
在
り
て
、
方
に
物
を
開
き
務
め
を
成
す
の
言
を
講
ず
、
と
。
文
明
富

強
の
説
、
其
れ
国
威
を
揚
げ
て
人
心
に
副
ふ
所
以
の
者
な
り
。
是
に
於
て
か
焉

そ

こ
こ
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に
在
り
。
会
員
の
語
を
興
し
て
自
壮
を
以
て
す
。
而
れ
ど
も
農
商
の
業
を
失
ふ

を
悲
し
む
こ
と
の
久
し
き
な
り
。
聊
か
前
言
を
叙
し
て
以
て
贈
る
。
君
の
意
も

い
さ
さ

亦
此
に
外
な
ら
ざ
る
を
願
ふ
。
則
ち
猶
ほ
之
を
宜
し
く
論
ず
べ
き
が
ご
と
き
の

み
」
と
。

明
治
十
九
年
、
第
七
月
三
十
一
日
。

―
注
―

[

１]

口
や
か
ま
し
く
主
張
す
る
。

[

２]

飾
り
立
て
る
こ
と
。

[

３]1837

～1911

。
土
佐
出
身
の
軍
人
・
政
治
家
。

[

４]

城
壁
を
め
ぐ
ら
し
て
防
ぎ
止
め
る
。

[

５]

唐
の
武
将
張
巡
（709

～

757

）
が
安
録
山
の
乱
の
際
に
張
雎
城
を
死
守
せ
ん
と
し

た
故
事
に
基
づ
く
。
張
雎
城
は
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
頑
強
な
抵
抗
が
他
所

で
功
を
奏
し
た
。

[

６]

【
十
九
】
の
注
［
６
］
に
既
出
。

[

７]

口
や
か
ま
し
く
言
う
。

[

８]

お
気
に
入
り
の
臣
下
。

[

９]

偏
屈
に
同
じ
。
頑
固
。

[
]

戦
争
に
勝
っ
て
平
定
す
る
。

10【
二
十
三
】
短
文
・
「
建
言
一
道
」

写
本
（
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
・
１
／
３
．
１
６
４
Ｂ
．
２
６
４
）

明
治
一
八
年
七
月
以
降[

１]
臣
等
伏
案
、
方
今
宇
内
各
國
之
勢
、
決
非
前
日
世
界
也
。
堅
忍
不
抜
・
剛
鋭

有
為
之
氣
、
鐘
於
歐
羅
巴
洲
、
其
民
勢
不
相
勝
、
競
事
東
略
。
而
東
洋
各
邦
、

幾
無
保
其
自
主
者
。
唯
我
大
帝
國
與
清
人
、
隔
一
帯
水
、
東
西
両
立
。
是
唇
歯

相
保
之
勢
也
。
宜
同
心
協
力
、
交
規
不
逮
、
以
圖
國
家
之
寧
靖
。
然
而
有
朝
鮮

・
琉
球
介
在
其
間
。
琉
球
為
我
旧
藩
、
至
今
與
諸
縣
同
列
、
無
復
可
虞
。
而
朝

鮮
人
頑
陋
成
風
、
反
覆
不
常
。
動
輒
為
両
國
憂
。
以
某
等
所
見
言
之
、
危
在
旦

夕
、
不
可
恃
以
為
保
障
也
。
當
今
之
時
、
為
天
下
計
、
須
修
非
常
大
典
、
以
遏

乱
畧
。
其
要
在
設
万
國
治
安
審
院
、
以
決
各
國
相
待
之
是
非
。
若
一
國
所
為
、

而
別
國
不
服
者
、
乃
詰
問
之
。
不
従
者
、
擧
兵
討
之
。
今
欲
合
万
國
為
一
、
其

勢
有
不
可
俄
弁
者
。
宜
喩
清
人
以
利
害
相
保
之
説
、
悉
去
前
隙
、
至
誠
以
之
。

且
與
米
利
堅
約
、
緩
急
応
援
、
必
遣
特
使
安
議
。
又
旦
請
其
使
重
訂
、
遂
徧
及

英
法
各
國
、
相
与
合
縦
為
一
、
以
制
暴
乱
、
討
不
義
。
聞
「
米
利
堅
前
大
統
領

格
蘭
徳
、
臨
終
遺
言
、
國
中
有
志
者
、
與
別
國
人
心
協
和
、
以
謀
万
國
之
和
平
。
」

此
説
也
。
歐
人
唱
之
於
数
百
年
前
、
至
今
各
國
豪
傑
之
士
、
和
其
言
者
日
衆
。

為
小
弱
各
邦
如
朝
鮮
者
言
之
、
其
為
便
益
莫
大
焉
、
即
雖
強
大
諸
國
、
其
恃
兵

力
、
以
凌
他
人
者
、
究
致
亡
滅
。
静
言
思
之
、
可
為
寒
心
也
。
臣
等
切
謂
「
方

今
宇
内
之
務
、
莫
急
於
此
。
将
号
召
天
下
、
以
募
同
志
者
、
議
定
方
法
、
以
為

後
人
可
継
之
資
、
以
裨
補
太
政
之
万
一
。
」
伏
望
。
勿
咎
其
言
之
異
常
。
以
察
其

意
之
所
在
。
是
豈
獨
某
等
之
幸
哉
。
實
東
洋
各
國
之
幸
也
。
豈
獨
東
洋
各
國
之

幸
、
實
宇
内
万
國
之
幸
也
。
臣
等
、
昧
死
頓
首
謹
言
。

臣
等
、
伏
し
て
案
ず
る
に
、
方
今
の
宇
内
各
国
の
勢
、
決
し
て
前
日
の
世
界

に
非
ざ
る
な
り
。
堅
忍
不
抜
・
剛
鋭
有
為
の
気
、
欧
羅
巴
洲
に
鐘
し
、
其
の
民

の
勢

相
勝
た
ず
、
事
を
東
略
に
競
ふ
。
而
し
て
東
洋
の
各
邦
、
幾
ん
ど
其
の
自

ほ
と
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主
を
保
つ
者
な
し
。
唯
だ
我
が
大
帝
国
と
清
人
の
み
、
一
帯
水
を
隔
て
て
、
東

西
両
立
す
。
是
れ
唇
歯
相
保
つ[

２]

の
勢
な
り
。
宜
し
く
同
心
協
力
し
て
、
規

の
逮
ば
ざ
る
を
交
は
ら
せ
、
以
て
国
家
の
寧
靖
を
図
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
朝
鮮

・
琉
球
の
其
の
間
に
介
在
す
る
あ
り
。
琉
球
は
我
が
旧
藩
と
為
り
、
今
に
至
る

ま
で
諸
県
と
同
列
に
し
て
、
復
虞
ふ
べ
き
も
の
な
し
。
而
れ
ど
も
朝
鮮
は
人

頑

う
れ

陋
の
風
を
成
し
、
反
覆
す
る
こ
と
常
な
ら
ず
。
動
け
ば
輒
ち
両
国
の
憂
と
為
る
。

す
な
は

某
等
の
見
し
所
を
以
て
之
を
言
へ
ば
、
危
き
こ
と
旦
夕
に
在
り
て
、
以
て
保
障

と
為
す
に
恃
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
当
今
の
時
、
天
下
の
計
を
為
し
て
、
須
ら

く
非
常
の
大
典
を
修
め
て
、
乱
略
を
遏
む
べ
し
。
其
の
要
は
万
国
治
安
審
院[

３]

と
ど

を
設
け
て
、
以
て
各
国
相
待
つ
の
是
非
を
決
す
る
に
在
り
。
若
し
一
国
の
為
す

も

所
に
し
て
、
別
国
の
服
せ
ざ
る
者
あ
ら
ば
、
乃
ち
之
を
詰
問
す
。
従
は
ざ
る
者

こ
と

は
、
兵
を
挙
げ
て
之
を
討
つ
。
今
、
万
国
を
合
し
て
一
と
為
さ
ん
と
欲
せ
ば
、

其
の
勢

俄
に
は
弁
ず
べ
か
ら
ざ
る
者
あ
り
。
宜
し
く
清
人
を
椰
す
に
利
害
相
保

の
説
を
以
て
し
、
悉
く
前
隙
を
去
り
て
、
至
誠
も
て
以
て
之
く
べ
し
。
且
つ

ゆ

米
利
堅
と
約
し
、
緩
急
応
援
す
れ
ば
、
必
ず
特
使
を
遣
り
て
議
を
安
ん
ぜ
ん
。

メ

リ

ケ
ン

又
旦
に
其
の
使
を
請
ひ
て
重
訂
す
れ
ば
、
遂
に
徧
く
英
法
各
国
に
及
び
、
相
与

あ
ま
ね

に
合
縦
し
て
一
と
為
り
、
以
て
暴
乱
を
制
し
、
不
義
を
討
た
ん
。
聞
く
、
米
利

堅
の
前
大
統
領
格
蘭
徳[

４]

は
、
臨
終
に
遺
言
し
て
、
国
中
の
志
あ
る
者
は
、

グ

ラ
ン

ト

別
国
と
人
心
協
和
し
、
以
て
万
国
の
和
平
を
謀
れ
と
。
此
の
説
な
り
。
欧
人
は

之
を
数
百
年
前
に
唱
へ
、
今
に
至
る
ま
で
各
国
の
豪
傑
の
士
の
其
の
言
に
和
す

る
者
、
日
び
衆
し
。
小
弱
の
各
邦
、
朝
鮮
の
如
き
者
の
爲
に
之
を
言
へ
ば
、
其

の
便
益
の
莫
大
な
る
を
為
す
に
は
、
即
ち
強
大
諸
国
の
、
其
の
兵
力
に
恃
み
て

以
て
他
人
を
凌
す
者
と
雖
も
、
究
ま
り
て
亡
滅
を
致
す
。
静
言
し
て
之
を
思
へ

ば
、
寒
心
を
為
す
べ
し
。
臣
等
、
切
に
謂
へ
ら
く
、
方
今
宇
内
の
務
は
、
此
よ

お
も

り
急
な
る
も
の
な
し
。
将
に
召
を
天
下
に
号
し
て
以
て
同
志
の
者
を
募
り
、
方

法
を
議
定
し
て
以
て
後
人
の
継
ぐ
べ
き
の
資
と
為
し
、
以
て
太
政
の
万
一
を
裨

補
せ
ん
。
伏
し
て
望
む
。
其
の
言
の
常
に
異
な
る
を
咎
む
る
こ
と
勿
れ
。
以
て

と
が

其
の
意
の
在
る
所
を
察
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
是
れ
豈
に
独
り
某
等
の
幸
な
る
の

み
な
ら
ん
や
。
実
に
東
洋
各
国
の
幸
な
り
。
豈
に
独
り
東
洋
各
国
の
幸
の
み
な

ら
ん
や
。
実
に
宇
内
万
国
の
幸
な
り
。
臣
等
、
昧
死
頓
首
し
て
謹
ん
で
言
ふ
。

―
注
―

[

１]

本
文
に
お
い
て
グ
ラ
ン
ト
大
統
領
の
遺
言
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
文
が
グ

ラ
ン
ト
元
大
統
領
が
没
し
た
一
八
八
五
年
（
明
治

）
七
月
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
で

18

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

[

２]

相
互
に
助
け
合
う
関
係
に
あ
る
こ
と
。
も
と
も
と
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
五
年
の

「
唇
亡
び
て
歯
寒
し
（
互
い
に
助
け
合
う
関
係
に
あ
っ
て
、
一
方
が
な
く
な
る
と
、
も

う
一
方
も
危
う
い
、
の
意
）
」
に
基
づ
く
。

[

３]

岡
本
の
世
界
政
策
の
一
つ
で
、
『
万
国
史
記
』
や
『
亜
細
亜
之
存
亡
』
『
鉄
鞭
』
で
は

「
天
討
府
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

[

４]1822

～1885

。
ア
メ
リ
カ
の
軍
人
・
政
治
家
。
第
一
八
代
大
統
領
（1869

～1877

）
。

【
二
十
四
】
短
文
・
「
報
国
会
規
」

写
本
（
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
・
１
／
３
．
１
６
４
Ｂ
．
２
６
４
）

明
治
一
四
年
～
二
三
年

方
今
聖
明
在
上
、
左
右
濟
々
得
人
。
而
民
之
失
業
者
日
衆
。
言
國
権
者
、
動

称
外
重
。
是
誰
之
過
與
。
國
會
之
開
亦
既
在
近
、
未
聞
有
講
國
是
者
。
殊
可

怪
也
。
試
擬
報
國
會
規
、
以
問
世
人
云
。
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北
海
道
為
我
北
門
鎖
鑰
。
徙
士
民
墾
闢
之
、
不
可
一
日
或
忽
。
計
一
人
一
歳

所
需
、
食
服
・
什
器
・
家
屋
之
費
、
大
約
一
百
圓
。
通
五
歳
為
五
百
圓
、
則
可

以
成
家
矣
。
如
徙
五
万
人
、
必
要
五
百
万
圓
。
是
為
國
人
義
務
之
急
者
。
不
可

不
察
也
。

探
我
南
東
、
千
万
島
嶼
羅
列
。
風
氣
温
和
、
物
類
充
牣
。
西
洋
諸
國
之
民
、

麕
至
蟻
集
、
日
甚
一
日
。
而
我
獨
袖
手
傍
観
也
。
豈
得
策
云
乎
。
我
聴
民
所
請
、

多
徙
罪
隷
、
貸
与
金
穀
、
以
安
其
堵
。
或
往
来
貿
易
、
並
属
無
妨
。
其
植
民
日

需
百
物
、
率
準
北
海
。
是
亦
不
可
不
察
也
。

清
人
與
我
関
係
至
大
、
如
借
彼
地
基
、
以
列
市
蛔
、
徙
我
民
衆
、
以
鬻
貨
物
、

彼
此
相
資
、
往
来
交
驩
。
誠
為
國
家
大
幸
。
而
開
一
行
営
一
房
、
必
要
金
若
干
。

是
亦
不
可
不
察
也
。

蒸
滊
艦
通
航
四
裔
、
風
帆
舩
装
運
諸
貨
、
所
以
利
濟
万
民
。
或
抵
南
北
諸
島
、

或
適
清
韓
各
港
、
必
要
堅
牢
輪
釜
・
高
大
帆
檣
。
是
亦
不
可
不
察
也
。

水
雷
火
舩
破
碎
敵
艦
、
義
兵
遠
衝
海
外
、
所
以
抗
禦
外
侮
以
鞏
固
根
本
。
于

平
常
縛
練
以
備
不
虞
、
必
要
資
本
若
干
。
是
亦
不
可
不
察
也
。

農
桑
牧
漁
是
邦
之
本
。
殖
産
興
業
、
於
是
乎
在
。
録
志
氣
精
敏
、
過
人
者
、

養
諸
學
校
、
専
攻
一
事
、
必
要
衣
糧
毎
人
若
干
。
是
亦
不
可
不
察
也
。

以
上
諸
項
、
皆
為
我
同
胞
今
日
當
務
之
急
。
而
國
中
困
窮
如
此
。
何
以
待
之
。

宜
減
食
服
幾
分
以
供
其
費
、
即
如
一
日
飲
食
消
幾
銭
、
衣
衾
銷
幾
銀
。
當
予

算
之
。
此
消
幾
銀
銭
、
則
後
節
其
幾
分
、
而
別
儲
之
。
如
所
住
居
室
、
要
幾

銀
。
亦
必
有
成
算
。
當
擇
祖
材
値
廉
者
。
或
省
其
架
房
、
務
儲
其
幾
分
也
。

然
誘
之
、
必
自
士
君
子
始
、
有
志
者
、
當
毎
家
人
會
食
、
相
議
以
減
其
一
分
、

朋
友
宴
集
、
亦
必
相
議
以
蓄
其
一
分
也
。
為
國
為
民
、
即
子
孫
万
世
之
計
也
。

豈
得
已
哉
。

方
今
、
聖
明

上
に
在
り
、
左
右

済
々
と
し
て[

１]

人
を
得
。
而
れ
ど
も
民

の
業
を
失
ふ
者
、
日
に
衆
し
。
国
権
を
言
ふ
者
は
、
動
も
す
れ
ば
外
重
を
称

や
や

す
。
是
れ
誰
の
過
ち
な
る
か
。
国
会
の
開
も
亦
既
に
近
き
に
在
る[

２]

に
、

未
だ
国
是
を
講
ず
る
者
あ
る
を
聞
か
ず
。
殊
に
怪
し
む
べ
き
な
り
。
試
み
に

こ
と

報
国
会
規[

３]

を
擬
し
て
、
以
て
世
人
に
問
ひ
て
云
ふ
。

北
海
道
は
我
が
北
門
の
鎖
鑰
た
り
。
士
民
を
徙
し
て
之
を
墾
闢
せ
し
む
る
は
、

さ

や

く

一
日
も
或
は
忽
せ
に
す
る
べ
か
ら
ず
。
一
人
の
一
歳
に
需
む
る
所
を
計
ふ
れ
ば
、

ゆ
る
が

も
と

か
ぞ

食
服
・
什
器
・
家
屋
の
費
、
大
約
一
百
円
な
ら
ん
。
五
歳
を
通
じ
て
五
百
円
と

為
せ
ば
、
則
ち
以
て
家
を
成
す
べ
し
。
如
し
五
万
人
を
徙
せ
ば
、
必
ず
五
百
万

も

円
を
要
す
。
是
れ
国
人
の
義
務
の
急
な
る
者
と
為
す
。
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

な
り
。

我
が
南
東
を
探
れ
ば
千
万
島
嶼
羅
列
す
。
風
気
温
和
に
し
て
、
物
類
充
牣[

４]

じ
ゆ
う
じ
ん

す
。
西
洋
諸
国
の
民
、
麕
至
蟻
集
し[

５]

、
日
甚
一
日
す[

６]

。
而
る
に
我
独
り

袖
手
傍
観
す
る[

７]

の
み
な
り
。
豈
に
策
を
得
と
云
は
ん
や
。
我
が
民
の
請
ふ

所
を
聴
き
て
、
多
く
罪
隷
を
癆
し
、
金
穀
を
貸
与
し
、
以
て
其
の
堵[

８]

を
安

ん
ぜ
し
む
。
或
は
往
来
貿
易
し
て
、
並
び
に
妨
げ
な
き
に
属
す
。
其
の
植
民
は

日
に
百
物
を
需
め
、
率
ね
北
海
に
準
む
。
是
も
亦
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

も
と

お
お
む

の
ぞ

清
人
と
我
と
の
関
係
は
至
大
に
し
て
、
如
し
彼
の
地
を
借
り
て
基
と
し
、
以

も

て
市
蛔[

９]

を
列
し
、
我
が
民
衆
を
癆
し
て
、
以
て
貨
物
を
鬻
げ
ば
、
彼
此
相
資

し

て

ん

ひ
さ

た
す

け
、
往
来
交
驩
せ
ん[

]

。
誠
に
国
家
の
大
幸
た
り
。
而
れ
ど
も
一
行
を
開
き

10

一
房
を
営
む
は
、
必
ず
金
若
干
を
要
す
。
是
も
亦
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

蒸
汽
艦
は
通
じ
て
四
裔[

]

に
航
し
、
風
帆
舩
は
装
ひ
て
諸
貨
を
運
ぶ
は
、

11

利
を
万
民
に
済
す
所
以
な
り
。
或
は
南
北
の
諸
島
に
抵
り
、
或
は
清
韓
の
各
港

わ
た

い
た
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に
適
き
、
必
ず
堅
牢
な
る
輪
釜[

]

・
高
大
な
る
帆
檣
を
要
む
。
是
も
亦
察
せ

ゆ

ほ

ば
し
ら

12

ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

水
雷
火
舩[

]

は
敵
艦
を
破
砕
し
、
義
兵
は
遠
く
海
外
を
衝
く
は
、
外
侮
に

13

抗
禦
し
て
以
て
根
本
を
鞏
固
に
す
る
所
以
な
り
。
平
常
の
縛
練[

]

に
于
て
以

か

れ
ん

お
い

14

て
不
虞
に
備
ふ
る
に
は
、
必
ず
資
本
若
干
を
要
す
。
是
も
亦
察
せ
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
な
り
。

農
桑
牧
漁
は
是
れ
邦
の
本
。
殖
産
興
業
、
是
に
於
て
か
在
り
。
志
気
を
録
す

る
こ
と
精
敏
に
し
て
、
人
に
過
ぐ
る
者
は
、
諸
を
学
校
に
養
ひ
、
一
事
を
専
攻

こ
れ

せ
し
む
る
に
、
必
ず
衣
糧
の
人
ご
と
に
若
干
を
要
す
。
是
も
亦
察
せ
ざ
る
べ
か

ら
ざ
る
な
り
。

以
上
の
諸
項
は
、
皆
我
が
同
胞
の
今
日
当
に
務
む
べ
き
の
急
た
り
。
而
る
に

国
中
の
困
窮
す
る
こ
と
此
の
如
し
。
何
を
以
て
之
を
待
た
ん
や
。
宜
し
く
食

服
幾
分
を
減
じ
て
以
て
其
の
費
に
供
せ
ば
、
即
ち
一
日
に
飲
食
の
幾
銭
を
消

し
、
衣
衾
に
幾
銀
を
銷
す
が
如
し
。
当
に
之
を
予
算
す
べ
し
。
此
れ
幾
銀
銭

け

を
消
せ
ば
、
則
ち
後
に
其
の
幾
分
を
節
し
て
、
別
に
之
を
儲
く
。
住
す
る
所

の
居
室
の
如
き
も
、
幾
銀
を
要
す
。
亦
必
ず
算
を
成
す
こ
と
あ
ら
ん
。
当
に
祖マ

マ

材
の
値

廉
な
る
者
を
択
ぶ
べ
し
。
或
は
其
の
架
房
を
省
き
て
、
其
の
幾
分
を

儲
く
る
に
務
む
る
な
り
。
然
れ
ど
も
之
を
誘
ふ
に
、
必
ず
士
君
子
よ
り
始
む

れ
ば
、
志
あ
る
者
は
、
当
に
家
人
と
会
食
す
る
毎
に
、
相
議
し
て
以
て
其
の

ご
と

一
分
を
減
じ
、
朋
友
は
宴
集
す
る
ご
と
に
、
亦
必
ず
相
議
し
て
以
て
其
の
一

分
を
蓄
ふ
べ
き
な
り
。
国
の
為
に
し
民
の
為
に
す
る
は
、
即
ち
子
孫
万
世
の

計
な
り
。
豈
に
已
む
を
得
ん
や
。

―
注
―

[

１]

多
く
揃
っ
て
い
て
盛
ん
な
さ
ま
。

[

２]

国
会
開
設
の
詔
（
明
治
一
四
年
一
〇
月
一
二
日
）
に
お
い
て
明
治
二
三
年
に
国
会
を

開
設
す
る
表
明
し
、
第
一
回
帝
国
議
会
が
明
治
二
三
年
一
一
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
本
文
章
は
明
治
一
四
年
か
ら
明
治
二
三
年
の
間
に
著
述
さ
れ
た
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

[

３]

報
国
会
に
つ
い
て
は
不
明
。

[

４]

満
ち
て
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

[

５]

群
が
り
集
ま
る
。

[

６]

日
が
た
つ
に
つ
れ
て
程
度
が
増
す
。

[

７]

何
も
し
な
い
で
、
そ
ば
で
見
物
す
る
。

[

８]

家
の
周
り
の
か
き
。
こ
こ
で
は
領
土
や
国
境
を
さ
す
。

[

９]

市
廛
に
同
じ
。
店
舗
。

[
]

よ
し
み
を
結
ぶ
。

10

[
]

四
方
の
果
て
の
土
地
や
国
。

11

[
]

輪
船
（
蒸
気
船
）
の
機
関
を
さ
し
て
言
っ
た
も
の
か
。

12

[
]

水
雷
は
水
中
で
爆
発
す
る
兵
器
。
火
舩
は
爆
発
物
を
搭
載
し
て
敵
船
に
体
当
た
り
す

13る
た
め
の
船
。

[
]

い
ろ
い
ろ
と
心
を
尽
く
す
。

14※
本
訳
注
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究

（
一
般
）
「
泊
園
書
院
を

（B）

中
心
と
す
る
日
本
漢
学
の
研
究
と
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
」
（
研
究
代
表
者
：
吾
妻
重
二

課

題
番
号18H

00611

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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